
お知らせ 

本教会へ初めて来られた方々を 

心から歓迎いたします。 

「毎月最初の主日には聖餐式を行います。」 

 

教会の働き 

 

■ 今日、シンスンミン兄弟と西島しおね姉妹が、入籍

されました。お二人の結婚を心からお祝い申し上げ

ます。主がともに歩まれ、これからの家庭の上に豊

かな恵みと祝福がありますように、共にお祈りいた

しましょう。 

■ 9 月 14 日（土）～15 日（日）、教会の温泉旅行が予

定されています。主の恵みの中で、神の家族として

豊かな交わりを持つ大切な機会です。どうぞ祈りを

もって準備し、心を合わせて参加できるようにいた

しましょう。旅行の詳細につきましては、追ってご案

内いたします。 

■ 三分ブリッジ伝道法を共に学びましょう！ 

教会では、誰でも簡単に福音を伝えることができる

「三分ブリッジ伝道法（3-Minute Bridge）」を、教会

全体で覚えて実践していくことを目指しています。 

 

聖徒の為に祈りましょう。 

・コロナとインフルエンザから守られますように。 

・施設に入られている方々の生活が守られる為に。 

・YouTube ライブで、礼拝している教会と聖徒の 

皆さんの為に。(大阪ホームチャーチ、相模原の

佐々木こずえ執事の家庭など) 

 

 

大洪水の前で   

創世記 6 章 5〜8 節 

 

 

【主】は、地上に人の悪が増大し、その心に図ること

がみな、いつも悪に傾くのをご覧になった。それで【主】

は、地上に人を造ったことを悔やみ、心を痛められた。 

そして【主】は言われた。「わたしが創造した人を地の

面から消し去ろう。人をはじめ、家畜や這うもの、空の

鳥に至るまで。わたしは、これらを造ったことを悔や

む。」しかし、ノアは【主】の心にかなっていた。 

 

 

来週礼拝奉仕者 

主日礼拝 柳澄香(賛美リーダ) 北原明子(祈祷) 

夕方賛美礼拝 (賛美リーダ) 熊谷茂美(祈祷)   

水曜礼拝 韓芽唯(司会) 鈴木真由美(祈祷) 
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今週の御言葉 

大洪水の前で  創世記 6 章 5〜8 節 

 

ハレルヤ。今日も神の恵みと平安が皆さんとともにあり

ますように。 

近年「記録的豪雨」「数百年に一度の大雨」と呼ばれるよ

うな災害が頻発しています。洪水、土砂崩れ、猛暑や火

災、人間の力ではどうすることもできない現実を前に、

私たちは命のはかなさを痛感します。 

人間は努力し、計画を立てても、突如としてすべてが

崩れることがあります。だからこそ、私たちは神の前に立

ち、永遠の命と真の意味を与えてくださる主により頼む

のです。 

1. 神を悲しませる人間の罪 

創世記 1 章では、天地創造のたびごとに「見て、それ

は良かった」と繰り返された神の喜びがありました。 

しかし 6 章では、人の心が常に悪に傾き、神は「造ったこ

とを悔やみ、心を痛められた」とあります。 

今日の世界も同じではないでしょうか。 

洪水、猛暑、戦争、分裂…人間の欲望と罪が地球を壊

し、社会を壊しています。神は今も人間の罪を見て、心

を痛めておられるのです。 

2. ノアの特徴 ― 神とともに歩んだ人 

しかしその中で、ただ一人ノアは【主】の心にかなって

いました。 

聖書はノアを「義人」と呼びますが、それは彼に業績や

地位があったからではありません。ただ「神とともに歩ん

だ人」だったからです。 

 

神とともに歩む人は、世の流れに流されません。人々か

ら理解されなくても、嘲笑されても、ただ神の言葉に従い

続けます。ノアは巨大な箱舟を造りました。人々には馬

鹿げて見えたことでしょう。しかしその従順こそが、ノアと

家族を救う道となりました。 創世記 6章 22節、ノアは、

すべて神が命じられたとおりにし、そのように行った。 

3. 今日の箱舟 ― 教会 

愛する皆さん、今日の私たちにとっての「箱舟」とは何

でしょうか？ それは「教会」です。 

ノアが箱舟の中で命を守ったように、私たちも教会に

集い、命を育て、互いを支え合いながら罪と死の力に打

ち勝つのです。 

教会は避難所であり、救いの舟です。ここで命を守り、

養い、世界へと新しい希望を流していくのです。だからこ

そ私たちは、この教会を神の御心にかなう「命の箱舟」と

して建て上げていきたいのです。 

 

世界はなお罪と災害に揺れ動いています。しかし、神

はノアを通して世界を新しくされたように、今日も私たち

を通して新しい御業をなさろうとされています。 

その鍵はただ一つ、「神とともに歩むこと」です。 

合理性でも、経済性でもなく、ただ神の言葉に従う信

仰が救いに至ります。 

どうか皆さんが、日々主とともに歩み、教会という箱舟

を命で満たし、養い、新しい世界を担う器となっていきま

すように。 

 

聖書個所 ヨハネの福音書 12:44-50 

メッセージ          柳 承吉牧師 

(イエス・キリストが来られた目的) 


